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1　はじめに
　「橋」自体は，物理的には川や谷間，海峡などを渡る単なる手段にすぎな
いが，橋にはロマソがつきものであり，物語がよく似合う。橋には嬉しい出
会いがあるかと思えば，ときには悲しくて切ない別れがある。橋には人生の
喜怒哀楽が煮詰まっており，人生の縮図でもある。橋には人びとの離合集散
がつきもの。だからこそ，橋は昔からしばしば小説や映画の舞台として使わ
れてきたのである。また，古今東西，多くの画家たちは芸術の対象として橋
を描いてきたが，牧野義雄画伯もその例外ではなかった。
　日本人で，一定の年齢層の人たちは菊田一夫原作の映画『君の名は』と聞
いただけで，いまでも，即座に数寄屋橋を思い起こすであろう。この映画が
流行った当時，私はまだ中学1年生であったが，まわりの大人たちは暇さ
えあれば，この映画のことを夢中で話していた。とくに，女性たちは。だか
ら，私は北海道の僻地に住んでいながらも，一度も見たことも聞いたことも
ない「数寄屋橋」という名はすでに知っていた。そして，このすれ違いメロ
ドラマのラジオ放送が開始されると，「女湯がカラになる」という，あの伝
説を生んだのである。
　藤沢周平の小説に『橋ものがたり』（新潮文庫）がある。これは橋にまつ
わる10の短篇を集めた時代小説だが，隅田川をはじめ大小の川に架かる橋
を舞台に，江戸下町に住む人たちの人情，日常生活のようすがよく描かれて
いる。とくに，藤沢流といってもいいほどに職人の人情がさりげなく描かれ
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ている。
　霧深きロンドンのテムズ河を背景に展開される，恋愛映画の不朽の名作で
ある『哀愁』の英語のタイトルは，Waterloo　Bridgeである。人によっては
この橋を渡るたびに，今だにこの映画のことを思い出す人がいるかもしれな
い。形のいいこの橋からは，ウェストミンスター（Westminster）やシティ
（the　City）の美しい景観が楽しめる。
　牧野もこの橋からの眺望によほど心を奪われたのであろう。「ウォーター
ルー橋からテムズ河を眺める」（Looking　down　the　River　from　Waterloo
Bridge）という忘れがたい風景画を遺している。なかでも，水の流れを微塵
も感じさせることのない静かに流れるテムズ河が印象的だ。
2橋へのこだわり
　牧野はテムズ河に架かる橋のほとんどを濃い霧を背景に叙情的に描いてい
る。どの絵も色彩と形の配合から生まれる効果を最大限に生かしている。何
度も言うが，ロンドソの黄色にけむる濃い霧の色が牧野を夢中にさせたので
ある。
　多くの人がそうであるように，牧野も人との待ち合わせ場所として橋を利
用した。とくに，ウェストミソスター橋（Westminster　Bridge）を。牧野
は美術学校の友人たちとよくこの橋で落ち合った。
　橋，または橋からの眺めや景観を人の心をやさしく包み込むようなタッチ
で描いた牧野の作品は数多くある。ここに，「橋の作品」に限定して作品名
を列挙しておこう。
（1）「ウェストミソスター橋：春もや」（Spring　Mist：Westminster
　　　Bridge）
　（2）「干潮一アルバート橋・チェルシー・エンバンクメント」　（The　Run・
　　　ning　Tide－Albert　Bridge，　Chelsea　Embankment）
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（3）「タワー橋」（The　Tower　Bridge）
（4）「ハンガーフォード橋からの眺め」（View　from　the　Hungerford
　　Bridge）
（5）「ウォータールー橋からテムズ河を眺める」（Looking　down　the　River
　　from　Waterloo　Bridge）
（6）「ウェストミソスター橋通り：路面電車のターミナル」（The　Tram
　　Terminus，　Westminster　Bridge　Road）
（7）「サーペソタイン橋から西を眺める」（View　from　beyond　the　Serpen－
　　tine　Bridge，　Looking　West）
（8）「ヴォクソール橋の夜景」（Evening　Scene　on　Vauxhall　Bridge）
（9）「グロヴナー・ロード・ステーショソ橋：冬の明かり」（Winter
　　　Light－Effect：Grosvenor　Road　Station　Bridge）
㈹「ブラックフライアーズ橋でカモメに餌を与える人たち」（Feeding
　　　the　Gulls，　Blackfriars　Bridge）
　＠　「チェルシー橋：夕暮れどき」（Chelsea　Bridge：Early　Evening）
　これらの橋の作品は，牧野の出世作となった画文集『ロソドソの色彩』
（The　Colour　Of　London）にすべて収録されている。
牧野は『ロソドンの魅力』（The　Charnz　of　London）という本も出している。
これはロソドソをテーマにした詩選集で，このなかに牧野のエッセイは入っ
ていないが，12の挿絵が収録されている。そのなかの2つが，「バトニー橋」
（Putney　Bridge）と「リッチモンド橋」（Richmond　Bridge）である。
　「バトニー橋」は絵全体が幻想的で，観た瞬間，無意識のうちに絵のなか
に自然に吸い込まれてしまいそうな作品である。同時に，牧野の魂の息遣
い，響きが聞こえてきそうな作品である。テムズ河に反射する光の加減が巧
みに描かれている。牧野がこの絵のなかのどこかに隠れていて，観た者に笑
みを浮かべながらやさしく手招きでもしているかのような作品でもある。
　私は，この絵を牧野義雄のことをなにも知らない友人に見せてやった。す
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ると，その友人は絵を観た瞬間，「心が癒される」と眩いたのである。この
眩きこそが，牧野の絵の真髄なのであり，牧野の絵の世界のすべてを物語っ
ているのである。人の心を温かく，やさしく包み込むような雰囲気が牧野の
絵に漂っているのである。
　最初のバトニー橋は，建築家ジョセブ・アクワース（Joseph　Acworth）
設計のもとに，1729年に建造された木造の橋であった。技術主任はトーマ
ス・フィリップス（Thomas　Phillips）。この橋は，1750年にウェストミンス
ター橋が完成するまで，ロンドソ橋より西のテムズ河に架かる橋としては，
ロンドソ地区では最初に建造された橋だった。
　現在のいかにも頑丈そうな花崩岩の橋は，ジョセブ・バザルゲット
（Joseph　Bazalgette）設計のもとに，1886年に完成したものである。また，
この橋は，1845年以来，オックスフォード（Oxford）とケンブリッジ
（Cambridge）の大学対抗ボートレースのスタート地点としても有名である。
　「リッチモンド橋」（Richmond　Bridge）は，1912年の作品である。秋に
描かれたのであろう。リッチモンド橋の向こうに見える公園の木々の葉が色
づきはじめている。この絵もまた観ていて心が癒される絵である。石造のリ
ッチモソド橋は1777年に完成し，1937年に拡張工事が行われた。
　牧野が約半世紀ぶりに帰国してから，晩年，まさに，この世を去るその年
に松岡弘子の口述筆記によって完成させた日本語による著書『あさきゆめみ
し』がある。そのなかには「ロソドソ・ヴォクソール橋」（London：Vaux・
hall　Bridge）という作品が収録されている。本書に収録されているのは，こ
の絵だけである。
　霧のかかったアーチの下を静かに流れるテムズ河が印象的だ。「グロヴ
ナー・ロード・ステーション橋」という作品と絵を描くアングルがまったく
同じなので，一瞬，勘違いしそうな作品でもある。
　橋を描くときの牧野の好きなアソグルがある。得意なアングルといったほ
うがいいかもしれない。それは橋を真っ正面から描かずに，斜め側面から描
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くことだ。そのほうが遠近感がよくでるし，観たものにある種の幻想的な感
覚を与えるのである。
　これらの作品以外にも，「早朝のバタシー橋」（Battersea　Bridge　in　the
Early　Morning），「ハイ’ド・パークのサーペソタイソ橋」（Serpentine
Bridge：Hyde　Park）などの作品がある。牧野には「橋」だけでもこれだけ
の作品があるのである。
　しかし，不幸なことが起こった。それは，1939年に松方幸次郎のコレク
ショソを収めたロソドンの倉庫が火災に遭い，そのとき牧野義雄の作品もす
べて消失してしまったのである。だから，牧野には，もっと多くの「橋の作
品」があった筈である。
　この火災さえなかったら，牧野義雄の絵はもっともっと世間に知られてい
たであろう。牧野の絵は日本だけでなく，世界中のいろんな美術館で常時展
示されていたであろう。そう考えると，誠に残念至極としかいいようがない。
　牧野はふつうの人であれば，当然見過ごしてしまうであろう極めて日常的
なこと，ありふれたこと，些細なことにまであくなき旺盛な好奇心を示した
画家であった。地下鉄のプラットホームを描いたかと思えば，動物園の猿を
夢中で見入っている行楽客も描く。街角のポスターを描いたかと思えば，道
路を掃除している光景も描く。公園で水鳥に餌を与える子供たちを描いたか
と思えば，国会議事堂のテラスでのお茶会のようすも描く。
　上流階級であれ，下層階級であれ牧野の興味の対象は無限なのである。そ
して，どんなにありふれた光景でも，どんなに見慣れた光景でもひとたび牧
野の手にかかれば，それが見事な芸術作品に変身してしまうのである。その
なかでも，人びとの日常生活に直結している「橋」というテーマは，終生，
牧野の心を捉えて離さなかったのである。
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3　ウェストミンスター・ブリッジ
　ロンドソの住民はもちろんのことだが，その目的が観光であれ，仕事であ
れ，ロンドソを訪れた人でウェストミンスター橋（Westminster　Bridge）
を渡らない人はいないのではあるまいか。私は毎年のようにロソドンに行く
が，必ずこの橋を渡ることにしている。そして橋からの眺めを楽しむ。そう
しないと，なにか大事な物を忘れ物でもしてしまったようで心が落ち着かな
く，ロンドンに来た気がしないのである。
　テムズ河には多くの橋が架かっている。ウェストミソスター橋は，国会議
事堂の前にあるということもあり，タワー・ブリッジ（The　Tower　Bridge）
がそうであるように，人々に最もよく知られている橋のひとつである。
　「ウェストミンスター・ブリッジ」と聞いただけで，イギリス人ならずと
もウィリアム・ワーズワス（William　Wordsworth，1770－1850）の詩を思い
起す人も少なくないであろう。
Earth　has　not　anything　to　show　more　fair：
Dull　would　he　be　of　soul　who　could　pass　by
Asight　so　touching　in　its　majesty：
This　City　now　doth　like　a　garment　wear
The　beauty　of　the　morning：silent，　bare，
Ships，　towers，　domes，　theatres，　and　temples　lie
Open　unto　the　fields，　and　to　the　sky，－
All　bright　and　glittering　in　the　smokeless　air．
Never　did　sun　more　beautifully　steep
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In　his　first　splendour　valley，　rock，　or　hill；
Ne’er　saw　I，　never　felt，　a　calm　so　deep！
The　river　glideth　at　its　own　sweet　will：
Dear　God！the　very　houses　seem　asleep；
And　all　that　mighty　heart　is　lying　still！ω
　この14行詩は長期にわたっていろんなところで引用されあまりにも有名
なので，いまさら述べる必要もないことだが，1802年9月3日に，ワーズ
ワスがウェストミソスター橋から眺めるロソドソの幻想的ともいえる，まる
で絵に描いたような光景に酔いしれ謳いあげたものである。ワーズワスは橋
からの眺望に完壁なまでに心を奪われたのである。
　『ロソドソ百科事典』（The　London　Encyclopaedia）で，　Westminster　Bridge
の項目を引くと，この詩の最初の8行が掲載されている。やはり，ウェス
トミソスター橋とこの詩は切り離せないのである。
　牧野の絵に話を戻そう。牧野の「ウェストミソスター橋：春もや」という
作品は，朝の通勤風景を描いたのであろうか。橋の北側から描いたもので，
霧のけむる橋の上をいかにも忙しそうに多くの人たちが行き交っている。さ
っと数えただけで30人は超える。2階建ての乗合馬車も描かれている。これ
だけの人を登場させたにもかかわらず，人それぞれのデッサソが驚くほど精
確だ。
　向かって右側前方には男も描かれているが，エドワード時代（Edwardian
age）の華やかな衣装を身につけた女性たちのほうが多く描かれている。い
かにも牧野らしい。牧野は徹底した英国女性崇拝者なのだから。そして，牧
野が描いた英国女性は明らかに作者の国籍がわかる絵である。そこに，なに
か東洋的な雰囲気がみてとれるからだ。
　向かって左側には，2頭立ての馬に戦車を引かせているボウアディシーア
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王妃（Queen　Boadicea）の雄姿の彫像が描かれている。全体像ではなく，
ほんの一部分である。ボウアディシーア王妃は，夫の死後，ローマに対する
反乱を組織しローマ軍を破ったが，結局スエトニウスに破れて毒を仰いだ。
　この彫像は1850年代に制作されたものだが，1902年に除幕式が行われ公
の前に姿を表すことになった。彫像制作のための馬のモデルは，アルパート
殿下（Prince　Albert）が提供したといわれている。
　前方の風景は濃い霧のため，かすかな輪郭だけでほとんど見えない。牧野
が苦心の末あみだした「シルクヴェール」という技法が効を奏しているので
ある。ガス灯が放つ淡い黄色の光が絵全体に微妙なアクセソトを与えている
と同時に人びとの心を和ませてくれる。
　はじめに，「橋にはロマソがつきものであり，物語がよく似合う」と書い
たが，それは橋ができてからの話で，どんな橋にも歴史というものがある。
多くの人から要望され，すんなりと建設された橋もあれば，諸団体の利害が
相絡み，難産の末ようやく誕生した橋もある。ウェストミンスター橋の場合
は後者である。
　18世紀の半ばまでは，テムズ河に架かる橋はロソドソ橋だけだった。だ
から，ウェストミンスターに橋が架けられる前は，そのつど渡し賃を払い，
馬は馬用の渡し舟でラソベス（Lambeth）まで渡っていたのである。渡し賃
は人と馬で2ペンス，馬付き2輪馬車は1シリソグ，6頭立て馬車は2シリ
ソグ6ペソスであった。
　ロソドンが発展し馬車による交通が発達するにつれて，馬車用の渡し舟の
代わりにウェストミンスターに橋を架けようという提案は1664年にすでに
あった。しかし，この提案に異議を唱え，いちはやく反対したのは失業を恐
れた渡し守たちである。当時，およそ3万人の渡し守がいたといわれてい
る。
　シティ（the　City）の関係者からも反対の声があがった。それは，新しい
橋ができるとサザック（Southwark）の経済に悪影響を及ぼすというのであ
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る。いま考えれば，近視眼的というか利己的というか滑稽としか思えない
が，ウェストミンスターに橋が架かればロソドン橋の通行料が激減し，橋の
修復ができなくなり，その結果シティの経済発展にも支障をきたすという意
見まであった。賛成派と反対派の論争は，なんと半世紀もの長きにわたって
続いたのである。
　しかし，膨張し続けるロソドンに誰も抵抗することはできない。ロンドン
橋だけでは交通量に限界がありさばききれない。紆余曲折はあったものの，
38万9500ポソドの建設費をかけてウェスタミソスター橋は，1750年11月に
盛大な式典とともに開通したのである。
　当時，この橋の壁に窪みがあり，格好な雨宿りの場所として歩行者に利用
されていたが，追剥ぎに悪用されたため取り壊された。ドクター・ジョソソ
ン（Dr．　Johnson）やボズウェル（Boswell）が親しんでいたこの橋も1859
年に取り壊されることになる。
　牧野が描いたウェスタミソスター橋は，1862年にトマス・ペイジ（Thom－
as　Page）の設計のもとに建設された橋である。旧ウェストミソスター橋は
石造りであったが，この橋は頑丈な鋳鉄を使って造られた。
　この橋の開通式も盛大に行われたが，なんとヴィクトリア女王（Queen
Victoria）の誕生とまったく同じ時刻，5月24日の朝，4時15分前に行われ
たと伝えられている。現在では，ここを拠点にグリニッジ，リッチモソド，
ハンプトン・コート方面への観光船がでている。
4その他の橋
　「グロヴナー・ロード・ステーショソ橋：冬の明かり」（Winter　Light－
Effect：Grosvenor　Road　Station　Bridge）という作品もやはり橋の全体像では
なく，斜め前方から描いたものである。牧野が描くテムズ河は激しく流れる
ことはない。この絵では流れを止めて，まるで静止しているかのようなテム
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ズ河である。橋の向こう岸の風景はもちろんだが，橋の前方でさえも濃い霧
で覆われてほとんど見えない。空に浮かぶ雲もぼんやりと霞んで見える。
　「干潮一アルバート橋：チェルシー・エソバンクメソト」（The　Running
Tide－Albert　Bridge，　Chelsea　Embankment）という作品では，前方の橋台
が小さく，眼前の橋脚がひとつひときわ大きく描かれている。河の流れが橋
脚にぶつかったときに起こる水の隆起も写実的に描かれている。向こう岸に
生えている細い木々がやや霞んで見える。あとは弱い日の光に照らされ，さ
ざ波を立ててゆっくりと流れているテムズ河である。
　「サーペンタイン橋から西を眺める」（View　from　beyond　the　Serpentine
Bridge，　Looking　West）という作品は，橋のアーチの下からはるか前方に見
える景色を描いたものである。明らかに秋の夕暮どきを描いたものである。
眼前に立ちはだかる，どっしりとしていかにも頑丈そうなくすんだ色の石造
のアーチもさることながら，生い茂る木々の上ににょきっと饗え立つ教会の
尖塔が印象的である。
　湖で舟遊びをしている人の後ろ姿が，ひとりだけ左側にほんの少しだけ描
かれている。描かれている人物は女性だ。日に反射している湖の水面の明る
さと，アーチによってできている水面の影の部分が絶妙なコントラストをな
している。
　これら牧野の一連の「橋の絵」について，美術評論家のスピルマン
（Spielmann）は，こう評している。
　And　might　we　not　imagine‘‘The　Serpentine－Autumn　Evening，”with
its　delicacy　and　warmth，　to　be　just　such　a　scene　as　inspired　Hiroshige　I．
in　his　views　on　Lake　Biwa．　Even　when　he　gives　up　a　peep　under　an　arch
of　the　Serpentine　Bridge　towards　the　sylvan　patch　through　which　rises
the　spire　of　Christ　Church　in　Lancaster　Gate，　he　softens　the　details　with　a
gossamer　of　mist　that　partly　analyses　the　prismatic　colours　playing　over
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the　water．　The　Thames　itself　is　no　longer“the　Grey　River”that　Mr　Mor－
timer　Menpes　pictured　with　his　etching　needle．　Sunlight　and　the　sky’s
reflections　convert　i’狽刀@very　dirt　into　pleasant　harmony，　and　the　maligned
・・垂?＝|・・up”・f　it・w・ters　bec・m・・1impid・・1・u・a・it　hurri・・t・th・・ea，
whether　it　flows　in　turtle・back　wavelets　under‘‘Albert　Bridge，”as
Utamaro　showed　in　his‘‘Yodo　Castle　on　the　Yodo　River，”or　as　it　glides
q。i、kly　b・・eath　th・f・9gy・・ch…f“G…v・…R・ad　St・ti・n　B・idg・・”（2）
　いささか誉めすぎの感じがしないでもない批評だが，スピルマソは，心
底，牧野の絵に惚れぬいているのである。どれもこれも温かさvgつつまれた
牧野の絵が好きなのである。これまで，英国の画壇にはまったくみられなか
った牧野独自の画風をあくまでも美術評論家の眼で率直に称賛しているので
ある。
　西洋の絵画だけでなく，日本画にも詳しかったスピルマソだからこそ，こ
のような鑑賞の仕方ができるのである。牧野の絵のよさがわかるのである。
ごくふつうの評論家では見えなかったものまでスピルマソには見えたのであ
る。そういう意味では，牧野がスピルマソに出会えたのは偶然ではなく，な
にかいつかはそうなることを約束されていたような運命的なものを感じる。
　チェルシー（Chelsea）とバターシー（Battersea）を結ぶアルバート橋
（Albert　Bridge）は，1871年に工事がはじめられ3年後に完成した。設計は
R．M．オーディッシュ（R．　M．　Ordish）が担当。片持ち梁橋である。ヴィク
トリア女王の誕生日の1879年5月24日には，皇太子と皇太子妃が橋の無料
化を祝って馬車でこの橋を渡っている。
5　ブラックフライアーズ橋
「ブラックフライアーズ橋でカモメに餌を与える人たち」（Feeding　the
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Gulls，　Blackfriars　Bridge）という作品もやはり斜め前方から描かれている。
使われている色も極端に制限されている。せいぜい，2色か3色であろう。
むしろ，使う色を抑制することによって，牧野だけが感じたロンドンの雰囲
気をカンバスの上に再現しているのである。この絵でも遠方の風景は巧みに
ぼかされている。
　橋の上から通行人が与える餌を目当てに，われこそはと羽根をいっぱいに
広げ，群れ飛ぶカモメの大群。ざっと数えて100羽ちかくのカモメが描かれ
ている。餌を与える人たちもひとりやふたりではない。大勢いる。濃い霧が
かかったなかを白いカモメが自由自在に飛びまわる。この絵では，カモメの
白い色が生きている。白い色がこの絵の主役だ。
　現在でも，ロンドンでは公園などでハトや雀に餌を与えている光景によく
出会うが，牧野が描いたカモメに餌を与えている光景は古き良き時代の名残
なのかもしれない。残念ながら，私はまだ一度もこのような光景を見たこと
がない。
　最初のブラックフライアーズ橋は，ロバート・マイリソ（Robert　Mylne）
設計のもとに1769年に建造された。かかった費用は，23万ポンド。テムズ
河に架けられた橋としては3番目の橋である。正式には，ウィリアム・ピ
ット・ブリッジ（William　Pitt　Bridge）と呼ばれていたが，大衆は「ブラッ
クフライアーズ」という呼び方のほうを好んだ。1785年にはこの橋の通行
料が廃止されることになる。
　牧野が1907年に描いた橋は，1869年に建造されたブラックフライアーズ
橋である。設計者はジョセブ・キュビット（Joseph　Cubitt）とH．カー（H．
Carr）。開通式にはヴィクトリア女王も参列し，盛大に行われた。1907年か
ら1910年にかけて橋の拡張工事が行われることになる。1911年に撮影され
たこの橋の写真によれば，橋の上を路面電車と多くの乗り合い馬車，荷馬車
が通っている。それに広い歩道を歩いている多くの通行人。
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6　ヴォクソール橋
　「ヴォクソール橋の夜景」（Evening　Scene　on　Vauxhall　Bridge）という作
品にも牧野らしさがいかんなく発揮されている。夜，そして漂う濃い霧。橋
の上を2階建ての乗合馬車が行き交う。橋の両側の歩道をせわしなく行き
交う人びとの群れ。
　向かって右側には，エドワード時代の衣装を身につけた女性の後ろ姿がや
わらかいタッチで描かれている。歩道の路面にはこの女性の影がくっきりと
浮かんでいるように描かれている。ロソドンが好きで好きでたまらない牧野
の気持ちが伝わってくる作品でもある。つまり，乗合馬車や人物など，この
絵のなかで描かれている対象への感傷である。霧のなかで放たれているガス
灯の弱々しくてやわらかい光が独特の不思議な雰囲気をかもしだしているの
である。
　牧野は「霧の画家」という異名をとった画家である。霧を描かせたら牧野
の右にでる者はいなかったのである。この絵はまた牧野の絵を絶賛してやま
ない人たちの気持ちまで伝わってくるような作品でもある。
　ピムリコ（Pimlico）とランベス（Lambeth）を結ぶヴォクソール橋は・
1816年に建造されたが，最初はリージェソト橋（The　Regent’s　Bridge）と
呼ばれていた。橋の建設資金は，通行料を徴収するということで国が融資し
たのである。この橋はテムズ河で最初の鋳鉄の橋だった。
　この橋は1895年から1906年にかけて架け替えられた。牧野が描いたヴォ
クソール橋は，アレクサソダー・ビニー（Alexander　Binnie）設計の橋であ
る。通行料は1879年に廃止されることになる。
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7　ウォータールー橋
　先に少し触れたが，「ウォータールー橋からの眺め」（Looking　down　the
River　from　Waterloo　Bridge）は牧野の代表作品のひとつである。牧野は作
品のすべてをその場で簡単なスケッチをするだけで，あとは記憶と心に強烈
に刻み込まれた印象を頼りに描く。だから，牧野はずばぬけた記憶力の持ち
主であったとはいえ，ときには間違いや記憶違いをすることもある。だから
といって，牧野の絵の価値が下がるわけではない。牧野の絵は，牧野しか描
くことのできない絵なのである。ちょっとした記憶違いなどは，絵全体から
みれば些細なことなのである。
　そのことを，スピルマソは次のように指摘している。
　Only　as　to　the　rendering　of　St　Paul’s　dome　in“The　River　from　Water－
loo　Bridge”would　I　quarrel　with　the　artist，　for　here　his　memory　has
played　him　false．　St　Paul’s　dome，　with　the　upper　drum，　is　notoriously
di缶cult　to　draw－not　often　will　you　see　it　perfectly　represented　in　its
true　proportions　of　combined　elegance　and　dignity；yet　even　though　he
has　missed　the　character　of　the　cathedral，　and　indeed　in　my　opinion　of
the　whole　scene，　we　must　recognize　the　effbrt　he　has　made　to　produce　an
agreeable　chromatic　scheme；and　the　river，　which　is　on　the　ebb，　gives　lit－
tle　hint　of　the　mass　of　river　traf丑c．（3＞
　セソトポール大聖堂（St．　Paulls　Cathedral）は，絵のなかでは向かって左
側の遠方に描かれている。よほど気をつけて見ないと，スピルマンが指摘し
ている牧野の記憶違いはわからない。セントポール大聖堂の上空を薄い紫色
の雲が低く垂れこめている。そのことによって，大聖堂はかなり遠方に描か
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れていながらもひときわ目立っている。彩色の効果を巧みに利用しているの
である。
　薄い紫色の雲がテムズ河の水面に映っていて，なにかこの世とは絶縁され
た幻想的な雰囲気をかもしだしている。絵の右側に遠く描かれているのはフ
ラックフラ・fアーズ橋であろうか。テムズ河の流れは，まるで静止している
かのように描かれている。静寂さのなかを音を立てることもなく黙々と静か
に流れるテムズ河という感じである。
　話はとぶが，かつて牧野はニューヨークへ行く途中，一度だけだったがシ
カゴ美術館（The　Art　lnstitute　of　Chicago）を訪れたことがある。そのとき
に，こんな感想をもらしている。
　地図を手に持ち，美術館を探し出した。あまり遠くはなかった。なか
なか立派な建築であった。中には欧米の大家の作がたくさん陳列してあ
った。私は一一々穴のあくほど吟味して見た。その中には霧や講や又カリ
フォルニアのシルクヴェールの絵もあった。中にはずいぶん達筆もあっ
たが，まだ実物の見方が足りないという感を持たざるを得なかった。絵
というものは運筆着色のいかんよりも，書工の視察いかんにあるという
ことをいよいよ感じてきた。ω
　このとき，牧野はまだ27歳。将来に不安をかかえながらも希望に胸をふ
くらませ，若さゆえに血気盛んで，一切の妥協を許さず，多少構えたところ
もあったにちがいない。欧米の大家の作品を見てもなんら動じることはなか
ったのである。しかし，絵を描くということは単なる技術ではなく，すぐれ
て「感情表現の産物」であるという牧野の信念持論の萌芽がすでに表れて
いる。
　牧野が『ロソドンの色彩』に収録するために，「ウォータールー橋からテ
ムズ河を眺める」を描いたのは，37歳のときである。この作品は，画家と
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しての牧野の信念，持論が見事に開花した作品である。
　このへんでウォータールー橋（Waterloo　Bridge）に話を戻そう。
　最初の橋は，ジョソ・レニー（John　Rennie）設計のもとに1811年に着工
され，1817年に完成した。レニーはロソドソ橋（London　Bridge），サザッ
ク橋（Southwark　Bridge）など，いろんな橋の設計を担当したが，ウォー
タールー橋はそのなかでも最大級のものである。リージェソト皇太子
（Prince　Regent）が開通式を行った。
　イタリアの彫刻家カノーヴァ（Canova）は，優雅で均斉のとれたウォー
タールー橋に感動し，「この橋を眺めるだけでも，旅人はローマから遠路は
るばる英国の首都まで旅をするかいがあるというものだ」と絶賛したとい
う。（5）
　この橋は元来は，ストランド橋（Strand　Bridge）と呼ばれていたが，の
ちに現在の名を用いるようになった。その理由は，ワーテルロー（ウォー
タールー）でナポレオンを破った戦勝記念碑を建造しようという計画が実現
されなかったからである。この橋は，1936年に取り壊され，現在の橋は，
サー・ジャイルズ・ギルバート（Sir　Giles　Gilbert）設計のもとに，1942年
に建造されたものである。だから，牧野がよく利用し絵筆をにぎったウォー
タールー橋はもう存在しない。
〔注〕
（1）　The　Charm　ofLondon　compiled　by　Alfred　H．　Hyatt　with　12　illustrations　by　Yoshio
　Markino（Chatto＆Windus，1912）p．221．
（2）The　Colour（ofLondon　by　W．　J．　Loftie，　F．　S．　A，　Illustrated　by　Yoshio　Markino．　with
　an　introduction　by　M．　H。　Spielmann，　ES。A．　And　an　essay　by　the　artist．（Chatto＆
　Windus，1907）p．10，
（3）　ibid．，　pp．13－14．
（4）牧野義雄『あさきゆめみし』（暮らしの手帖社，1956年）p．268．
（5）　Andrew　Saint　and　Gillian　Darley，　The　Chronicles　ofLondon（BCA，1994），p．169．
　　この本の240ページには，牧野の作品「ヒズ・マジェスティー劇場を出る1等席
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のお客たち」（The・・Stalls”His　Majesty’s　Theatre）が収録されている。そこには・
“Leaving　His　Majesty’sTheatre，　a　scene　of　nightlife　from　1907．　Theatre－going　was　a
forma1，　fu11－dress　occasion　and　the　West　End且ourished　in　the　Edwardian　period．”と
いう説明がついているが，残念ながら牧野義雄への言及はなにもない。しかし，牧
野義雄という画家は忘れられていても，作品は忘れられていない証拠である。
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